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論文内容要旨
 <目的〉
 胎児一胎盤機能検査として,母体血中humanplacentallactogen(hPL)および,非抱合
 型estrioI(E3)の報告は多い。一方,妊娠末期の母体血中β一subunithumanchorionic
 gonadotropin(β一hCG)の動態や意義については,不明な点が多い。今回,これら三つの母
 体血中hormonesを,規則的な月経周期の妊婦を対象とし,同時に測定して,その臨床的意義
 について研究した。
 <対象と方法>
 問診より最終月経が明確で,規則的な月経周期(25～35日型)の正常妊婦27名(検体数:155)
 であった。平・均年令は,28.3±0.4(mean±S.E,range21～34才)才で,初産婦は,15名,
 経産婦は,12名であった。分娩様式は,全例が自然分娩で,児の出生時のApgarscoreは,全
 例が8点以上であった。また,児の出生時の分娩週数は,39.4±0.2週で,平均出生体重は,
 3450.7±80.6g,平均胎盤重量は,605.7±19.7gであった。各妊婦より,妊娠32週から自然
 分娩に到るまで連続して数回,母体肘静脈より採血した。採血時間は,午前9～10時の間とし,
 検体は,血清分離後一20℃にてassayまで凍結保存した。各hormonesの測定法は,β一hCG
 には,米国Mallinckrodt製のβ一hCGRIAKit,hPLには,英国Amersham製のhPL
 RIAKitおよび,非抱合型E3には,科研化学の非抱合型E3RIAKitを使用して測定した。
 <成績〉
 母体血中β一hCG値は,妊娠経過と共に増加傾向を示し,妊娠35～38週までは,妊娠32週に
 比して有意の(P〈0.05)増加を示した。妊娠37週には,peak(9.21U/m1)を示し,以後漸
 減傾向を示した。母体血中hPL値は,妊娠経過と共に有意の(P<0.05〉増加を示した。妊娠
 38週には,peak(7.3μg/m1)を示し,以後漸減傾向を示した。母体血中非抱合型E3値は,妊
 娠経過と共に著増し,妊娠33週以後は,妊娠32週に比して有意の(P〈0.001)増加を示した。
 妊娠41週には,23.4ng/m1を示した。これら三つのhormones値間の相関は,β一hCGと
 hPL間には,有意の正の相関(N=155,r-0.853,P<0.001),β一hCGと非抱合型E3
 間には,有意の正の相関(N=155,r=0.152,P〈0.05)および,hPLと非抱合型E3間に
 は,有意の正の相関(N=155,r=0.302,Pく0.01)の相関が認められた。分娩前1週間以
 内のこれら三つのhormones値と胎盤重量および,出生体重間の相関は,β一hCG値と胎盤重
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 量間には,有意の正の相関(N=26,r=0.622,P<0.001),hPL値と胎盤重量間には,
 有意の正の相関(N=26,r-0.798,P<0.001)および,非抱合型E3値と胎盤重量間には,
 有意の正の相関(N=26,rコ0.745,P<0.001)の相関が認められた。出生体重との間には,
 非抱合型E3値と中間にのみ有意の正の相関(N-26,r=0、727,P<0.001)が認められ,β
 一hCqとhPL値間には,有意の相関は認められなかった。また,分娩前1週間以内のこれら三
 つのhormones値では,胎児の性による差は認められなかった。さ'らに,これら三つのhormones
 値の測定から,自然分娩発来時期の予測が,可能か否かを,自然分娩発来時期(週数)を「0」
 とした,retrogradetimescaleによって検討すると,β一hCG値は,自然分娩発来の4週
 間前にpeak(8.5±0.51U/m1)を示し,その後2～3週間前は,同1evelsで,以後自然分娩
 発来に向って,有意に(P<0.01)低下した。hPL値は,自然分娩発来の2週間前にpeak
 (6.9±0、3μg/m1)を示し,以後自然分娩発来に向って,有意に(P<0.05)低下した。非抱
 合型E3値は,自然分娩発来に向って,有意に(P<0.05)上昇し,自然分娩発来時期では,
 23,2±0.5ng/m1を示した。自然分娩発来前の3週間および,自然分娩発来の週数について,こ
 れら三つのhormones値間の相関を検討すると,各週数おタび,各hormones値間には,各々
 有意の(P<0.05～0.01)正の相関が認められた。また,各hormonesratioをretrograde
 timescaleによって検討すると,hPL/β一hCGは,分娩前4週間の時にやや低下したが,有
 意ではなく,分娩前8週間では,著明な変化は認められなかった。β一hCG/非抱合型E3とhPL
 ./非抱合型E3は,自然分娩発来時期に向って有意に(P<0.05～0.001)低下が認められた。
 以上の結果より,母体血中hPL値と非抱合型E3値の測定は,β一hCG値の測定に比して,簡
 .便であるので,特にhPL/非抱合型E3の各症例ごとで分析し,hPL/非抱合型E3による自然分
 娩発来時期の予測が,可能か否かについて検討すると,hPL/.非抱合型E3が0.35以下になると,
 23/25(92%)の症例が,1週間以内に分娩が発来していたことが明らかになった。
 本研究により,placentalpolypeptidehormonesであるβ一hCGとhPLは,妊娠32週以
 後に増加傾向を示し,妊娠37～38週にpeakを形成し,その後漸減傾向を示したが,胎児の関与
 する母体血中非抱合型E3は,妊娠経過と共に増加することが判明した。またretrogradetime
 scale分析より,母体血中のhPL/非抱合型E3値の比によって,かなりの確率で,自然分娩発
 来時期の予測が,可能であることが示唆された。
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 審査結果の・要旨
 胎児一胎盤機能検査として,母体血中humanplacentallactogen(hPL)および,非抱合型
 egtriol(E3)の報告は多い。一方,妊娠末期の母体血中β一subunithumanchorionic倉onado-
 tropin(β一hCG)の動態や意義については,不明な点が多い。今回,これち三つの母体血中
 hormonesを,規則的な月経周期の妊婦を対象とし,同時に測定して,その臨床的意義について
 研究した。<対象と方法>問診より最終月経が明確で,規則的な月経周期(25～35日型)の正常
 妊婦27名(検体数:155)であった。各妊婦より,妊娠32週から自然分娩に到るまで連続して数
 回,母体肘静脈より採血した。採血時間は,午前9～10時の問とし,検体は,血清分離後一20℃
 にてassayまで凍結保存した。各hormone.sの測定法は,各々のRIAKitを使用して測定し
 た。母体血中β一hCGおよびhPL値は,妊娠経過と共に増加傾向を示し,妊娠35～38週まで
 は,妊娠32週に比して有意の(P<0.05)増加を示し,以後漸減傾向を示した。母体血中非抱合
 型E3値は,妊娠経過と共に著増した。これら三つのhormones値間には各々,有意の正の相
 関が認められた。分娩前1週間以内のこれらの三つのhormones値と胎盤重量間には,有意の正
 の相関が認められた。出生体重との間には,非抱合型E3値との間にのみ有意の正の相関(Nコ
 26,・r=0.727,p<0.001)が認められた。さらに,これら三つのhomones値の測定から,
 自然分娩発来時期の予測が,.可能か否かを,自然分娩発来時期(週数)をrO」とした,retn)grade
 timescaleによって検討すると,β一hCG値は,自然分娩発来の4週間前にpeak(8、5士0.5
 1U/m1)を示し,その後2～3週間前は,同levelsで,以後目然分娩発来に向って,有意に
 (P<0.OI)低下した。hPL値は,自然分娩発来の2週間前にpeak(6.9±0.3μg/m1)を示し,
 以後自然分娩発来に向って,有意に(P〈0.05)低下した。非抱合型E3値は,自然分娩発来に
 向って,有意に(P<0.05)上昇し,自然分娩発来時期では,23.2土0.5ng/をn1を示した。自然
 分娩発来前の3週間および,自然分娩発来の週数について,これら三つのhormOnes値間の相関を
 検討すると,各週数および,各homones値間には,各々有意の(P<0.05～0.01)正の相関が
 認められた。また,各hormonesratioをretrogradetimescaleによって検討すると,hPL
 /β一hCGは,分娩前4週間の時にやや低下したが,有意ではなく,分娩前8週間では,著明な変化
 は認められなかった。β一hCG/非抱合理型E3とhPL/非抱合型E3は,自然分娩発来時期に向っ
 て有意に(P<0.05～0.001)低下が認められた。以上の結果より,母体血中hPL値と非抱合型
 E3値の測定は,β一hCG値の測定に比して,簡便であるので,特にhPL/非抱合型E3の各症例ご
 とで分析し,hPL/非抱合型E3による自然分娩発来時期の予測が,可能か否かについて検討する
 と,hPL/非抱合型E3が0.35以下になると,23/25(92%)の症例が1週間以内に分娩が発来して
 いたことが明らかになった。
 本研究により,placentalpolypeptidehormonesであるβ一hCGとhPLは,妊娠32週以後に増
 加傾向を示し,妊娠37～38週にpeakを形成し,その後漸減傾向を示したが,胎児の関与する母体血中
 非抱合型E3は,妊娠経過と共に増加することが判明した。また,retrogradetimescale分析より,
 母体血中のhPL/非抱合型E3値の比によって,かなりの確率で,自然分娩発来時期の予測が,可能
 であることが示唆された。この研究は,学位を授与するに値するものと判定した。
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